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の
関
連
施
設
が
営
ま
れ
て
い
た
（
図

2
）。
そ
れ
が
下し

も

寺て
ら

尾お

官
衙
遺
跡
群

で
あ
る
。

　
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
は
、
高
座
郡

衙
跡
で
あ
る
下し

も

寺て
ら

尾お

西に
し

方か
た

遺
跡
を
中

心
に
、
七し

ち

堂ど
う

伽が

藍ら
ん

跡
遺
跡
、
大お

お

曲
ま
が
り

五ご

反た
ん

田だ

遺
跡
、
岡お

か

田だ

南み
な

河み
こ

内う
ち

遺
跡
、

香か

川が
わ

北き
た

Ｂ
遺
跡
の
五
遺
跡
で
構
成
さ

れ
る
（
図
6
参
照
）。
そ
の
う
ち
大
曲

五
反
田
と
岡
田
南
河
内
の
二
遺
跡
は
、

隣
接
す
る
寒さ

む

川か
わ

町
に
属
す
る
。

　
本
書
で
は
、
こ
れ
ら
を
「
遺
跡

群
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
み
え

て
く
る
古
代
の
郡
衙
の
姿
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
ま
ず
は
古
代
の
地
方
行
政
制

度
の
概
略
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

第
１
章　

古
代
相
模
国
と
地
方
官
衙
の
研
究

１　

海
と
低
地
と
台
地
の
ま
ち
、
茅
ヶ
崎

　
茅ち

ヶが

崎さ
き

市
は
、
神
奈
川
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、
神
奈
川
県
内
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
湘

し
ょ
う

南な
ん

」
と
よ
ば
れ
る
エ

リ
ア
に
ふ
く
ま
れ
る
（
図
1
）。

　
湘
南
と
い
う
と
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
実
際
に
市
域
の
南
部
は
相さ

が
み模
湾
に
面
し
、
西
の
相
模
川
と
と
も
に
、

砂
丘
や
自
然
堤
防
に
よ
る
低
地
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
北
部
は
相
模
野
台
地
の
南
西
部
に
あ
た
り
、

丘
陵
と
台
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
海
に
面
す
る
低
地
と
台
地
の
ま
ち
、
そ
れ
が
茅
ヶ
崎
で
あ
る
。

　
北
部
の
台
地
の
西
端
は
、
相
模
川
の
支
流
で
あ
る
小こ

出い
で

川が
わ

と
駒こ

ま

寄よ
せ

川が
わ

に
削
ら
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
舌
状
台
地
と

な
っ
て
い
る
。
標
高
は
一
五
メ
ー
ト
ル
前
後
と
け
っ
し
て
高
く
は
な
い
が
、
晴
れ
た
日
に
は
北
西
に
美
し
い
山

容
の
大お

お

山や
ま

を
前
景
に
丹た

ん

沢ざ
わ

山
地
を
、
さ
ら
に
西
に
目
を
む
け
る
と
霊
峰
富
士
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
お
よ
そ
一
三
〇
〇
年
前
、
こ
の
舌
状
台
地
の
上
と
そ
の
南
側
の
砂
丘
に
は
、
相
模
国
高た

か

座く
ら

郡
の
郡ぐ

ん

衙が

と
そ

図1 ●茅ヶ崎市南部の風景（南東から）
相模湾に面した茅ヶ崎市南部地域は砂丘や自然堤防で形成され
ている低地で、西側を南流する相模川や遠くに富士山を望める。
下寺尾官衙遺跡群は、画面右側（北側）のさらに奥に形成され
た台地の先端周辺に位置している。
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２　

古
代
相
模
国
と
高
座
郡

古
代
の
地
方
行
政
制
度

　
七
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
ご
ろ
ま
で
の
日
本
は
、
当
時
の
中
国
の
進
ん
だ
律り

つ

令り
ょ
う（

今
日
で
い
え
ば
「
律
」

は
刑
法
、「
令
」
は
行
政
法
や
民
法
に
あ
た
る
）
を
と
り
い
れ
た
天
皇
中
心
の
中
央
集
権
国
家
で
あ
っ
た
。
天

皇
が
政
治
を
お
こ
な
う
都
（
藤
原
京
・
平
城
京
）
を
中
心
に
、
全
国
は
畿き

内な
い

（
大
和
国
・
山
城
国
・
摂
津
国
・

河
内
国
・
和
泉
国
）
と
七し

ち

道ど
う

（
東
海
道
・
東と

う

山さ
ん

道
・
北
陸
道
・
山
陰
道
・
山
陽
道
・
南
海
道
・
西さ

い

海か
い

道
）
に
区

分
さ
れ
て
い
た
（
図
3
）。

　
六
九
四
年
に
藤
原
京
遷
都
、
七
〇
一
年
（
大
宝
元
）
に
大
宝
律
令
が
制
定
さ
れ
、
八
世
紀
初
頭
に
は
律
令
体

制
は
ほ
ぼ
完
成
す
る
。
そ
の
範
囲
は
、
北
は
東
北
地
方
南
部
か
ら
南
は
九
州
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
そ
し
て
全
国

を
統
治
す
る
機
関
と
し
て
、
都
に
中
央
官
衙
を
、
地
方
に
地
方
官
衙
を
設
置
し
た
。「
官
衙
」
と
は
役
所
と
い

う
意
味
で
、
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
は
、
下
寺
尾
に
あ
る
役
所
の
遺
跡
の
こ
と
で
あ
る
。

　
地
方
支
配
の
根
幹
と
な
っ
た
の
が
、
国こ

く

郡ぐ
ん

制
で
あ
る
。
全
国
は
約
六
五
の
国
に
分
け
ら
れ
、
国
の
下
に
は
郡

が
お
か
れ
、
郡
は
里
（
里
は
七
一
七
年
〔
霊
亀
三
〕
に
郷ご

う

に
あ
ら
た
め
ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
郷
と
称
す
る
）

に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、「
郡
」
も
、
大
宝
令
に
先
行
す
る
飛あ

す
か鳥

浄き
よ
み
は
ら
り
ょ
う

御
原
令
制
下
の
「
評ひ

ょ
う」

が
、
大
宝
令

に
よ
り
あ
ら
た
め
ら
れ
た
（
以
下
、
特
記
し
な
い
場
合
は
、
郡
と
称
す
る
）。
そ
し
て
、
国
に
は
国こ

く

府ふ

、
郡
に

は
郡
衙
が
設
置
さ
れ
た
。

　
ち
な
み
に
、「
郡
衙
」
と
は
「
郡
に
設
置
さ
れ
た
官
衙
」
の
こ
と
で
、
文
献
史
料
で
は
「
郡ぐ

う

家け

」
と
表
現
さ

図2 ●下寺尾官衙遺跡群の位置
現在の海岸より北に5 km、相模川より東に2.5 kmの位置にある。
遺跡群の南約1.3 kmには東西方向に古代東海道がはしり（推定）、
相模国の大住国府が西に約4 kmの位置にある。
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相
模
国
は
、
現
在
の
神
奈
川
県
域
か
ら
横
浜

市
の
一
部
と
川
崎
市
域
を
除
い
た
範
囲
が
お
お

む
ね
該
当
す
る
。
ち
な
み
に
、
横
浜
市
と
川
崎

市
の
大
部
分
は
隣
国
、
武
蔵
国
の
所
属
で
あ
る
。

　
相
模
国
に
は
、
足

あ
し
の

上か
み

郡
、
足

あ
し
の

下し
も

郡
、
余よ

綾ろ
き

郡
、

高
座
郡
、
大お

お

住す
み

郡
、
愛あ

い

甲こ
う

郡
、
鎌か

ま

倉く
ら

郡
、
御み

浦う
ら

郡
の
八
郡
が
設
け
ら
れ
た
（
図
4
）。

　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
相
模
国
内
の
郡
衙
は
、

高
座
郡
衙
の
下
寺
尾
西
方
遺
跡
の
ほ
か
、
鎌
倉

郡
衙
で
あ
る
今い

ま

小こ
う

路じ

西に
し

遺
跡
（
神
奈
川
県
鎌
倉

市
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
神
奈
川
県
内
で

は
、
武
蔵
国
に
属
す
る
都つ

筑づ
き

郡
衙
の
長

ち
ょ
う

者じ
ゃ

原は
ら

遺

跡
（
横
浜
市
）
と
橘た

ち
ば
な樹

郡
衙
の
千ち

年と
せ

伊い

勢せ

山や
ま

台だ
い

遺
跡
（
川
崎
市
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、『
和わ

み

名ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う』（

平
安
時
代
に
編

纂
さ
れ
た
辞
書
）
に
よ
る
と
、
高
座
郡
は
、
美み

濃の

、
伊い

参さ
ま

、
有あ

り

賀が

、
深ふ

か

見み

、
高
座
、
渭い

提で

、
寒さ

む

川か
わ

、
塩し

お

田た

、
二ふ

た

實み

、
岡
本
、
土と

甘か
み

、
河か

會わ
い

、
大お

お

れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
原
則
と
し

て｢
郡
衙｣

を
使
用
す
る
。

　
国
─
郡
は
、
現
代
で
い
え
ば
都
道

府
県
─
市
町
村
に
あ
た
る
が
、
大
き

く
異
な
る
の
は
、
現
代
が
地
方
自
治

制
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
古
代
は
中

央
集
権
制
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
国
の
役
人
で
あ
る
国
司

に
は
都
の
貴
族
や
中
・
下
級
の
官
人

が
任
命
さ
れ
、
各
国
に
赴
任
し
た
の

で
あ
る
。

　
一
方
で
、
郡
の
役
人
に
は
在
地
の

有
力
豪
族
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
中
央

政
府
は
地
方
勢
力
を
と
り
こ
み
な
が
ら
、
地
方
統
治
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

古
代
相
模
国

　
こ
こ
で
、
相
模
国
を
例
に
古
代
の
地
方
統
治
の
構
造
を
み
て
み
よ
う
。

図3 ●古代日本の区分
約65の国があり、五畿七道に区分されていた。
相模国は東海道に属しており、都からの距離で
遠国であったが、後に中国に変更された。

図4 ●神奈川県の郡郷名
相模国は8郡に分かれているが、このうち高座郡は
相模川の東側にあたり南北に長い。
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や
儀
礼
（
③
④
）、
正
倉
は
租
税
で
あ
る
稲
の
収
納
（
②
）、
館
は
宿
泊
施
設
（
⑦
）、
厨
は
役
人
の
食
事
や
饗

応
の
用
意
（
⑤
）
と
い
う
よ
う
に
、
各
施
設
で
郡
衙
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

地
方
官
衙
研
究
の
あ
ゆ
み

　
郡
衙
の
研
究
は
、
古
代
史
や
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
な
ど
に
よ
る
官
衙
研
究
の
な
か
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
考
古
学
で
重
要
な
研
究
は
、
一
九
四
一
年
に
高
井
悌て

い

三さ
ぶ

郎ろ
う

氏
が
茨
城
県
筑ち

く

西せ
い

市
の
古ふ

る

郡ご
お
り

遺
跡
で
お
こ
な
っ

た
常
陸
国
新に

い

治は
り

郡
衙
の
発
掘
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
正
倉
群
と
と
も
に
多
量
の
炭
化
し
た
稲
籾
が
み

つ
か
り
、
郡
衙
で
租
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
稲
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
遺
跡
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
を
示
し
た
。

　
一
九
五
二
年
に
設
立
さ
れ
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
当
時
）
に
よ
っ
て
、
平
城
宮
を
は
じ
め
と
す
る
中

央
官
衙
の
継
続
し
た
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
実
態
解
明
や
発
掘
調
査
技
術
の
向
上
が
進
む
。

　
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
、
開
発
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
が
全
国
的
に
増
加
し
、

郡
衙
や
国
府
と
い
っ
た
地
方
官
衙
遺
跡
の
調
査
事
例
の
蓄
積
も
進
ん
だ
。
こ
う
し
た
事
例
を
も
と
に
、
阿
部
義ぎ

平へ
い

氏
や
山
中
敏と

し

史じ

氏
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
と
く
に
山
中
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
は
、
国
郡
制

に
お
け
る
地
方
支
配
の
実
態
解
明
を
遺
跡
か
ら
進
め
、
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
。

　
二
〇
〇
三
年
に
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
よ
っ
て
『
古
代
の
官
衙
遺
跡
Ⅰ 

遺
構
編
』、
翌
年
に
は
『
古
代
の

官
衙
遺
跡
Ⅱ 

遺
物
・
遺
跡
編
』
が
刊
行
さ
れ
、
多
彩
か
つ
多
様
な
官
衙
遺
跡
の
調
査
・
研
究
の
現
状
と
問
題

点
が
整
理
さ
れ
、
以
後
の
官
衙
遺
跡
研
究
の
手
引
き
書
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
九
年
に
は
『
日
本
古
代

庭ば

の
一
三
郷
と
一
駅う

ま

家や

か
ら
な
る
と
い
う
。

　
相
模
国
の
国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
海
老
名
市
、
小
田
原
市
、
平
塚
市
な
ど
複
数
の
推
定
地

が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
発
掘
調
査
の
積
み
か
さ
ね
に
よ
っ
て
、
大
住
郡
に
あ
た
る
平
塚
市
四
之
宮

に
お
か
れ
た
こ
と
が
有
力
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
大
住
郡
は
、
相
模
川
を
は
さ
ん
だ
高
座
郡
の
西
隣
に
あ
り
、

国
府
比
定
地
は
高
座
郡
衙
か
ら
直
線
距
離
で
四
キ
ロ
ほ
ど
で
あ
る
（
図
2
参
照
）。

　
一
方
、
七
四
一
年
（
天
平
一
三
）
の
聖
武
天
皇
の
詔

み
こ
と
の
りに
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
相
模
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
は
、

高
座
郡
衙
の
北
方
約
五
・
五
キ
ロ
の
高
座
郡
内
に
建
立
さ
れ
た
（
神
奈
川
県
海
老
名
市
）。
国
府
近
く
に
建
立
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
な
か
、
相
模
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
は
例
外
的
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
相
模
国
の
有
力
豪

族
で
あ
っ
た
壬み

生ぶ

氏
が
、
大
住
郡
と
高
座
郡
を
拠
点
と
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

３　

郡
衙
遺
跡
の
研
究

郡
衙
と
は
な
に
か

　
一
一
世
紀
初
頭
に
作
成
さ
れ
た
『
上こ

う
ず
け野
国の

く
に

交こ
う

替た
い

実じ
つ

録ろ
く

帳ち
ょ
う』
に
よ
る
と
、
郡
衙
に
は
、
郡ぐ

ん
ち
ょ
う庁、
正し

ょ
う
そ
う倉、
館た

ち

、

厨く
り

家や

（
厨
）
と
い
っ
た
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
佐
藤
信ま

こ
と

氏
は
、
郡
衙
の
お
も
な
機
能
と
し
て
、
①
公
的
機
能
、
②
財
政
機
能
、
③
宗
教
・
祭
祀
機
能
、
④

文
書
行
政
機
能
、
⑤
給
食
機
能
、
⑥
生
産
機
能
、
⑦
交
通
機
能
の
七
件
を
あ
げ
て
い
る
。
す
べ
て
に
該
当
す
る

①
を
除
い
て
、
各
機
能
を
『
上
野
国
交
替
実
録
帳
』
に
み
る
郡
衙
内
の
施
設
に
あ
て
は
め
る
と
、
郡
庁
は
政
務
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場
合
は
、
文
献
史
料
に
加
え
、
伝
承
・
地
名

や
古
地
図
な
ど
を
活
用
し
た
歴
史
地
理
学
や
、

考
古
学
的
な
発
掘
調
査
な
ど
か
ら
考
証
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
高
座
郡
衙
の
場
合
は
、
文
献
史
料
や
伝
承

な
ど
が
な
く
、
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て

郡
衙
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
で
は
、
ど
う
い
っ
た
考
古
学
的
特
徴
を
も

っ
て
、
地
方
官
衙
遺
跡
で
あ
る
と
判
定
す
る

の
か
。
山
中
敏
史
氏
は
、
地
方
官
衙
遺
跡

と
判
断
す
る
に
は
、
官
衙
遺
跡
で
も
っ
と

も
調
査
が
進
ん
で
い
る
平
城
宮
跡
に
お
け
る

遺
構
・
遺
物
の
特
徴
が
一
つ
の
目
安
に
な
る

と
し
て
い
る
。
平
城
宮
跡
の
遺
構
・
遺
物
と
、

各
地
域
の
集
落
遺
跡
の
遺
構
・
遺
物
と
の
比

較
に
よ
り
、
地
方
官
衙
遺
跡
は
つ
ぎ
の
よ
う

な
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

の
郡
衙
遺
跡
』（
雄
山
閣
）
が
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
郡
衙
研
究
の
現
状
が
提
示

さ
れ
た
ほ
か
、
二
○
一
四
年
に
は
江
口
桂
氏
ら
に
よ
っ
て
最
新
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
遺
跡
群
」
と
し
て
み
る
地
方
官
衙

　
郡
衙
を
考
え
る
う
え
で
、
二
〇
〇
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
佐
藤
信
氏
の
『
古
代
の
地
方
官
衙
と
社
会
』（
山
川

出
版
社
）
で
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
は
「
政
治
拠
点
と
し
て
の
郡
衙
」
と
い
う
よ
う
に
、
郡
衙
遺
跡
を
単
独
で
み
て
い
た
の
に
対
し
て
、

佐
藤
氏
に
よ
っ
て
「
遺
跡
群
」
と
し
て
郡
衙
を
と
ら
え
る
視
点
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
寺
院
や
祭
祀
場
だ
け

で
は
な
く
、
陸
上
交
通
路
や
河
川
の
交
通
網
な
ど
の
集
合
体
・
複
合
体
で
あ
る
遺
跡
群
と
し
て
み
る
こ
と
で
、

郡
衙
の
役
割
が
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
同
書
の
な
か
で
佐
藤
氏
は
、
遺
跡
群
と
し
て
把
握
で
き
る
事
例
と
し
て
、
岐
阜
県
関せ

き

市
の
美
濃
国
武む

儀ぎ

郡
衙

（
弥み

勒ろ
く

寺じ

東
遺
跡
）
が
弥
勒
寺
跡
、
祭
祀
場
（
弥
勒
寺
西
遺
跡
）、
丸
山
古
窯
跡
や
長な

良が
ら

川が
わ

な
ど
と
一
体
で
あ

る
こ
と
（
図
5
）、
ま
た
、
埼
玉
県
深ふ

か

谷や

市
の
武
蔵
国
幡は

羅ら

郡
衙
（
幡
羅
遺
跡
）
が
西
別
府
廃
寺
跡
、
祭
祀
場

（
西に

し

別べ
っ

府ぷ

祭
祀
遺
跡
）、
陸
上
交
通
路
、
荒
川
な
ど
と
一
体
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
も
、
こ
う
し
た
「
遺
跡
群
」
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
遺
跡
が
郡
衙
や
国
府
と
い
っ
た
地
方
官
衙
で
あ
る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
わ
か
る
の
だ
ろ
う

か
。
地
方
官
衙
に
関
し
て
場
所
や
内
容
が
特
定
で
き
る
文
献
史
料
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
発
掘
調
査
の
成
果
と
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
特
定
は
比
較
的
容
易
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
史
料
は
少
な
く
、
多
く
の

図5 ●弥勒寺遺跡群
長良川の鵜飼で有名な岐阜県南部にある。川に沿って美濃国武儀郡の郡衙、
寺院などが発見されており、郡衙の様相を知るうえで重要な遺跡群である。
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官
舎
の
ほ
と
ん
ど
が
掘
立
柱
建
物
や
礎
石
建
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
建
物
の
規
模
が
相
対
的
に

大
型
で
あ
る
こ
と
、
特
に
中
枢
施
設
で
あ
る
国
庁
・
郡
庁
の
殿
舎
は
官
舎
群
の
中
で
最
大
級
の
規
模
を
有

し
格
式
の
高
い
構
造
を
備
え
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
、
官
舎
全
体
あ
る
い
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
計
画
的

な
建
物
配
置
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
木
簡
・
硯
・
瓦
な
ど
出
土
遺
物
の
種
類
や
内
容
・
量
に
特
殊
性
が
あ
る

こ
と
、
供
膳
形
態
の
土
器
類
の
出
土
比
率
が
高
い
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
集
落
と
隔
絶
し
た
景
観

が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
ま
た
、
国
衙
・
郡
衙
遺
跡
に
は
、
古
代
の
主
要
道
路
や
河
川
に
近
接
し
た
交
通
の
要
衝
に
設
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
立
地
の
特
徴
も
あ
る
。（『
古
代
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
』
塙
書
房
）

　
さ
ら
に
、
地
方
官
衙
遺
跡
の
う
ち
で
「
郡
衙
遺
跡
と
し
て
最
も
特
徴
的
な
遺
構
は
正
倉
」
で
、「
こ
の
正
倉

は
、
主
に
総
柱
建
物
式
高
床
倉
庫
で
あ
る
倉
と
側
柱
建
物
で
あ
る
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
特
徴
す
べ
て
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
必
須
条
件
で
は
な
く
、
逆
に
多
く
の
特
徴
が
該
当

し
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
官
衙
遺
跡
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
豪
族
居
館
や
寺
院
な
ど
の
可
能

性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
判
定
に
は
、
遺
跡
の
全
体
の
様
相
や
遺
跡
自
体
が
地
域
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位

置
を
占
め
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
は
立
地
や
地
形
な
ど
も
ふ
く
め
、
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
も
、
山
中
氏
が
あ
げ
た
特
徴
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
周
辺
の
状
況
も
ふ
ま
え
て
、

高
座
郡
衙
に
比
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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第
２
章　

高
座
郡
衙

１　
「
遺
跡
群
」
と
し
て
み
る
高
座
郡
衙

　
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
の
特
徴
は
、
一
つ
目
は
、
比
較
的
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
、
郡
衙
や
郡
衙
周
辺
寺
院
、
さ

ら
に
は
津
や
祭
祀
場
と
い
っ
た
関
連
す
る
施
設
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
像
が
把

握
し
や
す
い
こ
と
、
二
つ
目
は
、
成
立
か
ら
廃
絶
ま
で
の
過
程
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
三

つ
目
は
、
川
を
利
用
し
た
水
運
と
の
関
係
か
ら
地
方
に
お
け
る
官
衙
遺
跡
の
立
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
は
、
郡
衙
を
単
独
の
遺
跡
と
し
て
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
郡
衙
と
そ
れ

を
構
成
す
る
諸
施
設
の
集
合
体
・
複
合
体
で
あ
る
「
遺
跡
群
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　
な
お
、
現
在
「
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
」
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
下
寺
尾
西
方
遺
跡
と
七

堂
伽
藍
跡
遺
跡
の
う
ち
の
下
寺
尾
廃
寺
跡
の
範
囲
で
あ
る
。
本
書
で
は
、「
国
史
跡
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
」
と
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図6 ●下寺尾官衙遺跡群遠景（2005年撮影、南東から）
東（右）から西（左）にのびる舌状台地上にある高校の校庭・校舎部分に
高座郡衙がある。郡衙の南西部一段下では、七堂伽藍跡が確認されている。
西側を流れる小出川沿いでは、川津や祭祀場が発見された。
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図7 ●下寺尾官衙遺跡群を構成する遺跡
郡衙のある下寺尾西方遺跡、古代寺院とその西側に川津と祭祀場がある七堂伽藍跡遺跡、
祭祀場が確認されている岡田南河内遺跡、大曲五反田遺跡、香川北B遺跡で構成される。
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こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
し
て
、
台
地
裾
に
広
が
る
低
地
に
は
、
寺
院
や
川
津
、

祭
祀
場
な
ど
郡
衙
に
関
連
し
た
諸
施
設
が
発
掘
さ
れ
た
遺

跡
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

高
座
郡
衙
の
発
見

　
下
寺
尾
西
方
遺
跡
は
、
第
5
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
以

前
か
ら
縄
文
時
代
前
期
の
貝
塚
や
弥
生
時
代
の
環
濠
集
落

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。

　
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
三
日
の
日
曜
日
、
神
奈
川
県
立

茅
ケ
崎
北ほ

く

陵り
ょ
う

高
等
学
校
（
以
下
、
茅
ケ
崎
北
陵
高
校
）

に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
数
は
五
七
九
名
。

目
的
は
、
約
一
カ
月
前
に
報
道
さ
れ
た
遺
跡
を
一
目
み
る

た
め
で
あ
っ
た
（
図
8
）。

「
奈
良
時
代
の
役
所
跡
？ 

掘
っ
立
て
柱
建
物
跡
見
つ
か

る
」（
九
月
四
日
付
『
読
売
新
聞
』）

「
茅
ケ
崎
北
陵
高
校
グ
ラ
ン
ド 

古
代
の
「
役
所
」
か 

県

内
四
番
目
の
可
能
性
」（
九
月
四
日
付
『
東
京
新
聞
』）

断
ら
な
い
か
ぎ
り
は
、
左
記
の
五
遺
跡
を
「
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
」
と
呼
称
す
る
（
図
6
・
7
）。

　
下
寺
尾
西
方
遺
跡
…
…
相
模
国
高
座
郡
衙

　
七
堂
伽
藍
跡
遺
跡
…
…
郡
衙
周
辺
寺
院
（
下
寺
尾
廃
寺
）、
川
津
、
祭
祀
場

　
大
曲
五
反
田
遺
跡
…
…
祭
祀
場

　
岡
田
南
河
内
遺
跡
…
…
祭
祀
場

　
香
川
北
Ｂ
遺
跡
…
…
…
祭
祀
場

　
で
は
、
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
と
は
ど
の
よ
う
な
遺
跡
群
な
の
か
、
ま
ず
は
中
心
と
な
る
下
寺
尾
西
方
遺
跡
か

ら
み
て
い
き
た
い
。

２　

下
寺
尾
西
方
遺
跡
の
調
査

遺
跡
の
位
置

　
下
寺
尾
西
方
遺
跡
は
、
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
の
北
半
を
占
め
る
、
西
に
む
か
っ
て
張
り
出
し
た
舌
状
台
地
の

先
端
部
の
一
画
に
あ
た
る
。

　
台
地
は
標
高
約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形
で
あ
る
。
周
囲
に
ほ
か
に
高
台
は
な
く
、
台
地
上
か
ら

の
見
晴
ら
し
は
き
わ
め
て
よ
い
。
高
座
郡
衙
が
あ
っ
た
場
所
か
ら
は
、
小
出
川
を
は
さ
ん
で
寒
川
町
が
一
望
で

き
、
遠
く
に
丹
沢
や
富
士
山
が
望
め
る
。
南
に
目
を
む
け
る
と
、
現
在
は
建
物
な
ど
で
視
界
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て

い
る
が
、
か
つ
て
は
相
模
川
を
は
さ
ん
で
相
模
国
府
が
所
在
し
た
平
塚
の
市
街
地
、
さ
ら
に
相
模
湾
も
見
渡
す

図8 ●北陵高校での現地見学会（北から）
校庭で発見された郡庁の説明を聞く市民。
手前の穴は館・厨の掘立柱建物跡。
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